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国民の合意で一歩一歩
政治を良くする   日本共産党

日本共産党は、国民の合意で「日米安保条約
は廃棄し、対等・平等の日米友好条約を」と主

張しています。 

「アメリカいいなりをやめよう」とぶれない

日本共産党が伸びてこそ、沖縄・辺野古の米

軍基地押しつけやめ、日米地位協定廃止、米軍

低空飛行訓練中止の力になります。 

日本共産党は、中国に面と向かって「覇権

主義はやめよ」「国際法を守れ」と要求してい

ます。「戦争は絶対起こしてはならない」――軍

事対軍事のエスカレートではなく、対話による

解決、平和なアジアをつくる立場で、政府や関

係国に呼びかけています。 

加増みつ子  遠山ちえ子  

関戸  勇  小池えつ子  

２０１６年 参議院選挙比例代表で初当選 

現在、経済産業委員会理事､決算委員 

東日本大震災復興特別委員 

日本共産党中央委員、 

原発･気候変動･エネルギー問題対策委員 

日本共産党国会議員団・気候危機対策 

委員会事務局長 

自民党は改憲を公約し、

維新の会と国民民主党は

「憲法改定の加速」で合意

しました。 

憲法９条改定への危険な

局面が生まれています。 

９条に沿った平和外交こ

そ日本を守る道。市民と野

党の共同の発展で改憲を許

さない――日本共産党は全

力を尽くします。 

７月の参院選で日本共産

党は、いわぶち友参議員を

はじめ比例代表選挙で５議

席以上の獲得、憲法を平和

と暮しに生かす政治をめざ

します。 

１月９日、新成人（８９７人）を祝う取手市成

人祭が行われ、未来への希望を胸にした新成人が

市民会館に集いました。２年を超える新型コロ

ナ・パンデミックは、「利潤第一主義」の新自由

主義があらゆる分野に格差を拡大、地球的規模で

の環境破壊という大問題を明るみにしています。

コロナ禍と気候危機から地球を守り青年の未来

に希望が持てる社会へ、日本共産党は、新成人・

市民のみなさんと力を合わせます。 

にサインを 

世界各地で、異常な豪

雨、台風、猛暑、森林火

災、干ばつ、海面上昇な

ど気候変動による異常

事態が発生。国内各地

でも毎年のように豪雨

災害に見舞われていま

す。 

取手市が、２０２０年８月に発

表した「気候非常事態宣言」につ

いて、昨年１２月議会で「学校等

公共施設に太陽光発電施設の設

置」を求めた共産党議員の質問に

「今後検討する」と市は答弁。市

の宣言実行の具体化はこれから

で、「気候変動の適応策として風

水害に強い街づくりを進めま

す。」（宣言第４項）とする一方広

大な農地を壊す桑原開発計画を

進めています。 

自公政権は、やっと昨年

「２０５０年カーボンゼ

ロ」を掲げたもののＣＯ2

排出目標は、国連が示した

全世界平均より低く、石炭

火力に固執し新増設の方

針。「脱炭素」を口実に原発

頼みのエネルギー政策を加

速するなど。自公政権の気

候変動への対応は大変無責

任なものです。 

先制攻撃そのものの「敵基地攻撃」、６兆円超の軍事費、憲法９条改

定で“９条の歯止め”を外したら米軍とともに戦争に突入することに

なりかねません。９条を堅持し憲法活かした政治こそ必要です。 

取手市民会館前に集う新成人＝1月9日 



一度に数万円は厳しい 

国保税の支払期日が近づくと

いつも頭を悩ませます。滞納が

ないようにと、他の支払いを後

回しにして何とか国保税を優先

して納税するようにしています

が、一度に数万円の支払いは、

思いのほか厳しいです。取手市

には４４億円もの基金が積み立

てられていると聞きます。莫大

な基金は国保加入者に還元すべ

きです。 

 自営業 取手市内 

単年度会計でしょう！ 

年金は、少しずつ下げられて

きているのに、国保税は、もら

った年金の１割以上納めなくて

はならない。本当は単年度会計

にするべきなのに、黒字で４４

億円もため込んでいるとは知ら

なかった。納めた人たちに還元

するのがスジでしょう。そして

国保税を値下げして！

年金生活夫妻 

税の引き下げ出来るね 

４４億円も黒字だということ

は、税率を低くしても大丈夫と

いうこと。住民税など、取りす

ぎた税金は戻すんだから、是非

返してほしいし、値下げして！ 

取手市をもっと人が集まる、住

みやすい魅力ある街にしてほし

い。これまで社会を担ってきた

高齢者にもね。 

年金生活者 

後期高齢にも戻して 

ためすぎた積立金返してくれ

るんだって？２０２１年から後

期高齢になっちゃった私たちに

も戻してくれるのかなあ？何年

も高い国保税を納めてきたんだ

から期待しましょう。 

議会みんなで、市に返還を要

求して市長に約束させたって、

今回は議会を見直したよ。 

元国保の年金生活者 

税は生きた使い方を 

点滴もしたこともない私は、

昨年手術をした。手術もドキド

キだが、支払いはいかほどかド

キドキ。国保の力を借り自己負

担は思ったより下であった。そ

の後の通院は続き窓口支払いは

少額でも「塵も積もれば」でそ

れなりの額になる。

取手市は４４億円の基金が

たまっているとか、流れないと

澱みますよ。生きた使い方をし

てほしい。毎年納めているのだ

から少し返して。 

年金生活者 

１月１４日、日本共産党（関

戸・加増・遠山・小池）４人の

市議団は、「オミクロン株」が

猛威を振るう中で、地域医療の

拠点病院として役割を担うＪ

Ａとりで総合医療センターを

訪問、事務部長・事務副部長と

懇談しました。 

コロナ禍で患者の受診控え

が続き、特に外科・産婦人科・

小児科などは元に戻らない実

態。毎日、患者との接触に「う

つさない、うつらない」など細

心の注意と使命感を持って感

染防止対策に苦労されている

こと。併せて、国の医療削減政

策による「医師不足の深刻化」

をはじめ、コロナ感染への対応

の困難なこと、医療体制の課題

について再認識しました。国保

税を払えず、治療費の支払いも

困難な患者に寄り添う病院の

気遣いも強く感じました。国保

会計４４億円の基金には、「う

まく活用できないのでしょう

か？」など、率直な意見も聞か

せていただき有意義な懇談と

なりました。 

新型コロナ対応や国民健康保険など
JA とりで総合医療センター事務部長
(写真右)に要望・懇談する党議員団 

後手に回った政府のワクチン接種 

ワクチン 3 回目接種で、方針転換を繰り返す

政府に、全国の地方自治体は振り回されていま

す。政府は当初 2回目接種以降の間隔 8ヶ月を、

昨年末に医療従事者や施設に入所する高齢者は

6ヶ月、13日に 64歳以下の高齢者・一般の人

は 7ヶ月に変更しました。 

ワクチンの在庫があるにも関わらず、後手に回

った政府の方針でＯＥＣD36 カ国中最下位の接

種率と遅れています。 

取手市 接種券発送始まる 

取手市では、先行接種の医療従事者などは接種

中（１月中旬）、一般には１月 5日から接種券発

送が始まり 3 月 8 日発送までの 5 回に分け発

送。接種開始予定は１月２１日から市内 31カ所

の医療機関で始まり、集団接種は 2 月２日から

の予定です。（県の集団接種は２月８日から） 

1 月 14 日、県内の党議員団

は、検査体制の拡充やワクチン

接種の推進、医療や宿泊療養体

制の抜本的強化など１２項目

の対策を県知事に対して緊急

要請しました。 

無症状者対象のＰＣＲ・抗原

検査が１月末までの予定で始

まり、２月以降の延長・継続と、

土日や夜間対応も図れるよう

検査数拡大への対応策も提案

しました。 

取手市内ではウエルシア薬

局４ヵ所とひかり薬局取手店

で対応。検査キット数などの制

限で、“希望しても受けられな

い”状況も起こっています。 

感染封じ込めの決め手は、大

規模ＰＣＲ検査を行うこと。き

め細かな検査体制には、国・県

の責任とともに市の役割も問

われます。日本共産党は、“い

つでもどこでも無料で検査”へ

引き続き全力を尽くします。 

■県知事に緊急要請   日本共産党県内地方議員団
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市民団体と日本共産党など共同の請願は、３月定例市

議会に提出します。 署名用紙などお問い合わせは  
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